
2010年以降、スマートフォンの急速な市場拡⼤、2011年にLTEサービスがスタートしたことで、高速通信
環境は急速に拡⼤し、動画閲覧機能や電⼦書籍閲覧機能、オンラインゲーム機能といった有料サービスが広が
ることで利⽤シーンが増え、利⽤シーンに応じて端末を複数台持ち、使い分けをする動きが拡がっている。ま
た、移動電話端末は急速な発展を続けるクラウドコンピューティングや、今後訪れるであろう「モノのイン
ターネット（IoT︓Internet of Things）時代に、その入口を担う端末として⼤きな期待が寄せられている。
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国内需要台数推計と2023年までの⾒通し

統計参加外企業を含めた2017年における⽇本市場全体の需要台数は、40,860千台、前年⽐103.2％とプラ
スとなった。うち、スマートフォンは33,223千台、前年⽐108.3％、スマートフォン⽐率は89.9％となった。
2018年以降も国内需要台数は徐々に増加し、2023年には48,694千台、スマートフォン⽐率は95.5％に達す
るものと⾒通した。2015年にはSIMフリーやMVNO（Mobile Virtual Network Operator 仮想移動体通信事
業者）を背景とした格安スマートフォンが登場し、2016年から2017年へと市場が拡⼤している。2018年以
降は、IoT市場の拡⼤に伴うM2M通信モジュールの需要増や、IoTとネットワークを繋ぐゲートウェイとして
のスマートフォンの⽤途拡⼤によって端末の増加が期待される。

背 景

移動電話WGでは、移動電話の市場動向の把握、業界統計の整備、市場における課題の把握と対応や新規需
要の創造および市場育成を目的として活動を⾏い、その結果を本報告書にまとめました。

業界統計だけでは把握できない国内総需要台数を推計するとともに、2023年までの⾒通しをまとめていま
す。また、本WGで実施した販売店調査やMVNO市場の現状を把握するヒアリング調査等の調査結果より浮か
び上がった市場の課題を整理しています。本誌が皆様のお役にたてば幸いです。



2018年の移動電話の世界⽣産台数は19億2,052万台、前年⽐103.7％と⾒通した。またスマートフォン⽐率は
83.7%まで高まる⾒通しである。先進諸国においては、中国メーカによる中・高機能端末の低廉な価格での市場投
入や、インド、インドネシア等の新興諸国ではローカルメーカによる廉価版スマートフォンの市場投入により台数
は増加すると思われる。
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世界市場における移動電話の現状と将来に関する調査

販売店調査・日本市場の課題調査

国内の販売店7店舗（23区内auショップ、首都圏地区ドコモショップ、首都圏地区ソフトバンクショップ、23区
内ワイモバイルショップ、23区内量販店、関⻄地区ドコモショップ、関⻄地区auショップ）にヒヤリング調査を⾏
い、市場の現状を広く把握した。販売店調査の結果、全体としてスマートフォンの⽐率は高まり、特にスマート
フォンを利⽤している年配層は増えきている。更なる販売強化のため、年配層向けのスマートフォン教室の実施な
ど店舗それぞれで客層に合わせた⼯夫が⾒られた。また、格安スマートフォンとして、前年度はMVNOが注目され
たが、今年度は⼤⼿キャリアが⻑期割引プランやサブブランドの強化などで対応策を講じており、今度も動向を注
視していく必要がある。
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MVNO市場の現状・課題と将来に向けた取り組み

国内のスマートフォン市場の現状を取り巻くさまざまな課題のうち、2017年度は、初めての試みとしてMVNO市
場の現状や今後の市場拡⼤に向けた課題を調査する為、楽天株式会社や、株式会社トラベルテックラボ等のMVNO
事業者を訪問し調査を⾏った。激化する市場ではあるが、今後サービスやアプリケーションを組み合わせた新しい
ビジネスモデルを持つMVNO出現の兆候が⾒られた。今後もMVNO市場動向を把握するため、サービスを含めて調
査を継続していく。
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